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アピモンディア近況報告

渡辺 英男

アビモンディア (APIMONDIA ミツバチの

世界）は， 国際養蜂協会 連合 の呼称で，189 7年

に創立された， 養蜂に関わ る人たちの世界組織

(NGO 非政府組織）で， 現在， 49 か国の 約 5 百

万の会員を有する． 本部（事務局）を ロー マ（イ

タリア）に置き， 世界の養蜂 の発展を促すため

に ， 各国あるいは国際組織 (WHO 世界保健機

構 UNEP国連環境計画 FAO食糧農業機構

など） と連携して， 広範囲に活動している．

また， プカレスト （ルー マニア）に国際養蜂

技術経済研究所 (I.I.T.E.A.)と印刷局 （季刊誌

Apiacta の発行や会議録の 印刷など， 今後国際

会議の主な論文はApiactaに掲載される） ， ド

ル （チェコ） に プレス センターを持つ一方， 7

つの常任委員会 （養蜂経済， 技術 ， 病理， 生物，

花粉交配・蜜源 ， 発展途上国開発， アビセラヒ°

ー）を置き（事務局は各委員長の居住地）， それ

ぞれ連携しながら活動している．

理事は12名で， うち7名は上記の常任委員

会を担当し， 全員ボラン テアである． 理事会は

年に1~2回 開かれるが， 常時はインタ ー ネッ

トで打ち合わせている．

国際養蜂会議は最大のイベント

アビモンデアは，2年に1度， 総会を兼ねて，

国際養蜂会議を会員 の国で開い ている 第30

回大会(1985年） が名古屋で開かれたので， 日

本 の養蜂関係者には馴染み が深い． あれか ら ，

ワ ルシャワ（ボー ランド），リオデジャネイロ（プ

ラジル）， ザグレブ（クロア チア ， 戦争で中 止），

北京（中国）， ロー ザンヌ（スイス）， ア ントワ

ープ （ベルギー）， バ ン クーバー （カ ナダ） と渡

り，昨年はダ ーバン（南アフリカ）で開催された

国際養蜂会議が開催されたダ ー バン市

来年はユブリナー ヤ（ス ロ ベニア）， 2005年は

ダ プリン （アイルランド） で開催予定である．

この会は， 本来 は総会であるが， 世界の養蜂

関係者 の親睦・情報交換・ディス カッションを活

発化するため， 約1週間の日程で， 各常任委員

会 の発表（本会議， シン ボジウム ， ポス ター ，

ワ ー クショップ）， 歓迎とサヨナラのパー ティ
ー 養蜂家訪問旅行などがプ ロ グ ラムに組まれ

る． また， APIEXPO ( 養蜂博覧会） が併催さ

れ， 情報収集には最高の場所である．

アフリカ初のダーバン大会

第3 7回大会は， 2001年10月28 日~11月

1 日 ， ダーバン の国際会議センターで開催され

た この会議は， 準備途中で， 国連の 人権会議

に会場を譲ることに なり， 予定 (9月） を変更

した上に ， そ の後に発生 したテロ 事件の影響

で， 登録者 のキャンセルが相次ぎ， 参加者は約

1100名で， 通常(2000~5000名）をはるかに

下回った． また， 日程 と予算の都合で養蜂家訪

問旅行がな<, APIEXPO への出展も少 なかっ

たため参加者に物足りなさを感じさせた．

しか し， この大会には見るべき収穫もいくつ

か あった． アフリカ大陸は， 蜜源に恵まれてい

るが養蜂は遅れている． 一方， 食糧不足や病気

で悩んでいるので， 養蜂を普及して豊か な自然

の恵みを活用するきっかけを作ろうと， この大

陸初の国際養蜂会議を 開催したのだが， この目

的は達成されたと思う．

目新しいこととして， 専業養蜂家の世界規模

の減少を食い止 めるため， 養蜂経済の会議の 中

で， 世界の主な輸出国（中国， オー ストラリア ，
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アルゼンチン,アメリカ,ヨーロッパ,南アフ

リカ)からの代表者による,養蜂経済 ･貿易 ･

疾病 ･環境問題などについての発表が挙げられ

る.早速,代表者たちの国を軸に,世界専業養

蜂家連盟を造ることにし,当面,養蜂経済常任

委員会の中で活動してもらうことになった.ま

た,遺伝子組替え作物の毒性や抗生物質の残留

問題についても,今大会で討議されたが,特に,

後者は,自分たちに責任があるので深刻であ

る.-チミツは継続して消費されるので,抗生

物質が効かなければ,疑いの対称にされ,健康

食品であるだけに,騒ぎも大きくなる.この問

題については,ミソバチ病理常任委員会を中心

に,今年 10月10日から3日間,チェレ(ドイ

ツ)で, シンポジウム"PreventionofResi-

duesinHoney"を開く予定である.世界各国

から,養蜂家 ･加工業者 ･貿易業者 ･獣医･科

学者 ･行政など約 300名が参加 し,残留の現

況 ･代替法による残留予防 ･抗生物質の投与方

法による予防･残留分析法などが討議される.

日本からも是非参加して,日本としての対策を

講じて欲しい.今騒がれている狂牛病よりも大

きな問題になると思われるからである.

なお,ダーバン大会では,インターネットが

準備段階から駆使され,プログラムやアブスト

ラクト冊子も連動していたこと,4か国語 (莱,

仏,独,羅)で行われた各本会議の発表のほと

んどが英語であったことも特筆される.

『エコ ･エコノミー』と 『アピ･ミニマム』

をキーワー ドに

現在の経済システムには,資源と自然環境の

価値が導入されていない.すなわち,資源はた

だ同然で採取され,その消費後の排出物は自然

環境を汚染しても修復費を支払うことはない.

この延長線上には,ミツバチも人間もいない.

資源と環境の価値を経済にインプットするエ

コ･エコノミー"EcologicalEconomy"は,秦

蜂存続の不可欠条件である.この当たり前のこ

とが行われれば,外部経済に寄与している養蜂

業は優位となる.

次に,ミツバチの人類への貢献を考えると,

地上のあらゆる所で,最小限のミツパテ (ア

ピ･ミニマム"Api-minimum")を飼い,自然

の恵みを得るとともに,食糧の増産並びに自然

環境の改善を意図的に行う必要がある.しか

し,現実は,極端に安いミツバチ生産物の輸入

等によって,ミツパテの空洞化が世界規模で進

んでいる.輸入を規制し,優遇措置 (ミツパテ

の社会的貢献に対して)を講じて,世界全域に

ミツパテが飛び交う風景を作る努力をしなけれ

ばならない.これらのキーワードを世界に広め

るため,ダーバン大会で,アピ･ミニマムを目

標の1つとして採択した.

国境を越えて

ご承知の通り,養蜂を取巻く環境は年々悪化

している.地球規模で緑が減少し,汚染が進み,

異常気象による被害が続出している.そして,

この様な自然環境の悪化は蜂病を増やし,生産

物の薬物汚染を広げている.また,先進諸国で

は,他産業との収入格差が広がる一方で,極端

に安いミツバチ生産物が輸入されて,ミツバチ

と養蜂家は減少している.このような問題を改

善するためには,Eg境を越えた交流 ･討議 ･協

力が必要であるが,幸いなことに,インターネ

ットの急速な発達と,アメリカ-強による英語

の国際語化によって,コミュニケーションは容

易になり,追い風になっている.アピモンディ

アは,世界のより多くの養蜂関係者に参加して

いただくために,ダーバンの総会で定款を改

め,アピモンディアに参加していないEgの人た

ちでも参加できるようにした.ミツバチに地境

がないように,アピモンディアにも国境はない.

昨年のダーバン大会で,私は8年間勤めたア

ピモンデ了の理事を退任させていただき,業務

を後任のデン･クイット･タムさん (ベ トナ

ム)に引き継いだ.彼は,立派な見識と実績の

ある方なので,ミツバチの飛び交う世界を残す

ために尽力してくれるものと期待している.紘

面をお借りして,私に頂いたご支援に感謝申し

上げ,タムさんとアピモンデアに変わらぬご支

援を賜わるようお原飢＼したい.

(〒158-0082 世田谷区等々力7-23-ll)




